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    第一章


    
      
        1ソロモンの雅歌がか

      


      
        2どうか、あなたの口くちの口くちづけをもって、

        わたしに口くちづけしてください。

        あなたの愛あいはぶどう酒しゅにまさり、

        3あなたのにおい油あぶらはかんばしく、

        あなたの名なは注そそがれたにおい油あぶらのようです。

        それゆえ、おとめたちはあなたを愛あいするのです。

        4あなたのあとについて、行いかせてください。

        わたしたちは急いそいでまいりましょう。

        王おうはわたしをそのへやに連つれて行いかれた。

        わたしたちは、あなたによって喜よろこび楽たのしみ、

        ぶどう酒しゅにまさって、あなたの愛あいをほめたたえます。

        おとめたちは真心まごころをもってあなたを愛あいします。

      


      
        5エルサレムの娘むすめたちよ、

        わたしは黒くろいけれども美うつくしい。

        ケダルの天幕てんまくのように、ソロモンのとばりのように。

        6わたしが日ひに焼やけているがために、

        日ひがわたしを焼やいたがために、

        わたしを見みつめてはならない。

        わが母ははの子こらは怒いかって、わたしにぶどう園えんを守まもらせた。

        しかし、わたしは自分じぶんのぶどう園えんを守まもらなかった。

      


      
        7わが魂たましいの愛あいする者ものよ、

        あなたはどこで、あなたの群むれを養やしない、

        昼ひるの時ときにどこで、それを休やすませるのか、

        わたしに告つげてください。

        どうして、わたしはさまよう者もののように、

        あなたの仲間なかまの群むれのかたわらに、

        いなければならないのですか。

      


      
        8女おんなのうちの最もっとも美うつくしい者ものよ、

        あなたが知しらないなら、群むれの足跡あしあとに従したがっていって、

        羊飼ひつじかいたちの天幕てんまくのかたわらで、

        あなたの子こやぎを飼かいなさい。

      


      
        9わが愛あいする者ものよ、

        わたしはあなたをパロの車くるまの雌め馬うまになぞらえる。

        10あなたのほおは美うつくしく飾かざられ、

        あなたの首くびは宝石ほうせきをつらねた首くび飾かざりで美うつくしい。

        11われわれは銀ぎんを散ちらした金きんの飾かざり物ものを、

        あなたのために造つくろう。

      


      
        12王おうがその席せきに着つかれたとき、

        わたしのナルドはそのかおりを放はなった。

        13わが愛あいする者ものは、わたしにとっては、

        わたしの乳ちぶさの間あいだにある没薬もつやくの袋ふくろのようです。

        14わが愛あいする者ものは、わたしにとっては、

        エンゲデのぶどう園えんにある

        ヘンナ樹じゅの花はなぶさのようです。

      


      
        15わが愛あいする者ものよ、見みよ、あなたは美うつくしい、

        見みよ、あなたは美うつくしい、あなたの目めははとのようだ。

      


      
        16わが愛あいする者ものよ、見みよ、あなたは美うつくしく、

        まことにりっぱです。

        わたしたちの床とこは緑みどり、

        17わたしたちの家いえの梁はりは香柏こうはく、

        そのたるきはいとすぎです。

      

    

  


  


  
    第二章


    
      
        1わたしはシャロンのばら、

        谷たにのゆりです。

      


      
        2おとめたちのうちにわが愛あいする者もののあるのは、

        いばらの中なかにゆりの花はながあるようだ。

      


      
        3わが愛あいする者ものの若人わこうどたちの中なかにあるのは、

        林はやしの木きの中なかにりんごの木きがあるようです。

        わたしは大おおきな喜よろこびをもって、彼かれの陰かげにすわった。

        彼かれの与あたえる実みはわたしの口くちに甘あまかった。

        4彼かれはわたしを酒宴しゅえんの家いえに連つれて行いった。

        わたしの上うえにひるがえる彼かれの旗はたは愛あいであった。

        5干ほしぶどうをもって、わたしに力ちからをつけ、

        りんごをもって、わたしに元気げんきをつけてください。

        わたしは愛あいのために病やみわずらっているのです。

        6どうか、彼かれの左ひだりの手てがわたしの頭あたまの下したにあり、

        右みぎの手てがわたしを抱だいてくれるように。

        7エルサレムの娘むすめたちよ、

        わたしは、かもしかと野のの雌めじかをさして、

        あなたがたに誓ちかい、お願ねがいする、

        愛あいのおのずから起おこるときまでは、

        ことさらに呼よび起おこすことも、

        さますこともしないように。

      


      
        8わが愛あいする者ものの声こえが聞きこえる。

        見みよ、彼かれは山やまをとび、丘おかをおどり越こえて来くる。

        9わが愛あいする者ものはかもしかのごとく、

        若わかい雄おじかのようです。

        見みよ、彼かれはわたしたちの壁かべのうしろに立たち、

        窓まどからのぞき、格子こうしからうかがっている。

        10わが愛あいする者ものはわたしに語かたって言いう、

        「わが愛あいする者ものよ、わが麗うるわしき者ものよ、

        立たって、出でてきなさい。

        11見みよ、冬ふゆは過すぎ、

        雨あめもやんで、すでに去さり、

        12もろもろの花はなは地ちにあらわれ、

        鳥とりのさえずる時ときがきた。

        山やまばとの声こえがわれわれの地ちに聞きこえる。

        13いちじくの木きはその実みを結むすび、

        ぶどうの木きは花はな咲さいて、かんばしいにおいを放はなつ。

        わが愛あいする者ものよ、わが麗うるわしき者ものよ、

        立たって、出でてきなさい。

        14岩いわの裂さけ目め、がけの隠かくれ場ばにおるわがはとよ、

        あなたの顔かおを見みせなさい。

        あなたの声こえを聞きかせなさい。

        あなたの声こえは愛あいらしく、あなたの顔かおは美うつくしい。

        15われわれのためにきつねを捕とらえよ、

        ぶどう園えんを荒あらす小こぎつねを捕とらえよ、

        われわれのぶどう園えんは花盛はなざかりだから」と。

      


      
        16わが愛あいする者ものはわたしのもの、わたしは彼かれのもの。

        彼かれはゆりの花はなの中なかで、その群むれを養やしなっている。

        17わが愛あいする者ものよ、

        日ひの涼すずしくなるまで、

        影かげの消きえるまで、身みをかえして出でていって、

        険けわしい山々やまやまの上うえで、かもしかのように、

        若わかい雄おじかのようになってください。

      

    

  


  


  
    第三章


    
      
        1わたしは夜よる、床とこの上うえで、

        わが魂たましいの愛あいする者ものをたずねた。

        わたしは彼かれをたずねたが、見みつからなかった。

        わたしは彼かれを呼よんだが、答こたえがなかった。

        2「わたしは今いま起おきて、町まちをまわり歩あるき、

        街路がいろや広場ひろばで、わが魂たましいの愛あいする者ものをたずねよう」と、

        彼かれをたずねたが、見みつからなかった。

        3町まちをまわり歩あるく夜回よまわりたちに出会であったので、

        「あなたがたは、

        わが魂たましいの愛あいする者ものを見みましたか」と尋たずねた。

        4わたしが彼かれらと別わかれて行いくとすぐ、

        わが魂たましいの愛あいする者ものに出会であった。

        わたしは彼かれを引ひき留とめて行いかせず、

        ついにわが母ははの家いえにつれて行いき、

        わたしを産うんだ者もののへやにはいった。

        5エルサレムの娘むすめたちよ、

        わたしは、かもしかと野のの雌めじかをさして、

        あなたがたに誓ちかい、お願ねがいする、

        愛あいのおのずから起おこるときまでは、

        ことさらに呼よび起おこすことも、

        さますこともしないように。

      


      
        6没薬もつやく、乳香にゅうこうなど、商人しょうにんのもろもろの香料こうりょうをもって、

        かおりを放はなち、

        煙けむりの柱はしらのように、荒野あらのから上のぼって来くるものは何なにか。

        7見みよ、あれはソロモンの乗物のりもので、

        六十人にんの勇士ゆうしがそのまわりにいる。

        イスラエルの勇士ゆうしで、

        8皆みな、つるぎをとり、戦たたかいをよくし、

        おのおの腰こしに剣けんを帯おびて、

        夜よるの危険きけんに備そなえている。

        9ソロモン王おうはレバノンの木きをもって、

        自分じぶんのために輿こしをつくった。

        10その柱はしらは銀ぎん、そのうしろは金きん、

        その座ざは紫むらさきの布ぬのでつくった。

        その内部ないぶにはエルサレムの娘むすめたちが、

        愛情あいじょうをこめてつくった物ものを張はりつけた。

        11シオンの娘むすめたちよ、出でてきてソロモン王おうを見みよ。

        彼かれは婚姻こんいんの日ひ、心こころの喜よろこびの日ひに、

        その母ははの彼かれにかぶらせた冠かんむりをいただいている。

      

    

  


  


  
    第四章


    
      
        1わが愛あいする者ものよ、

        見みよ、あなたは美うつくしい、見みよ、あなたは美うつくしい。

        あなたの目めは、顔かおおおいのうしろにあって、

        はとのようだ。

        あなたの髪かみはギレアデの山やまを下くだる

        やぎの群むれのようだ。

        2あなたの歯はは洗あらい場ばから上のぼってきた

        毛けを切きられた雌め羊ひつじの群むれのようだ。

        みな二子ふたごを産うんで、一匹ぴきも子このないものはない。

        3あなたのくちびるは紅くれないの糸いとのようで、

        その口くちは愛あいらしい。

        あなたのほおは顔かおおおいのうしろにあって、

        ざくろの片かたわれのようだ。

        4あなたの首くびは武器ぶき倉ぐらのために建たてた

        ダビデのやぐらのようだ。

        その上うえには一千の盾たてを掛かけつらね、

        みな勇士ゆうしの大盾おおだてである。

        5あなたの両りょう乳ちぶさは、

        かもしかの二子ふたごである二匹ひきの子こじかが、

        ゆりの花はなの中なかに草くさを食たべているようだ。

        6日ひの涼すずしくなるまで、影かげの消きえるまで、

        わたしは没薬もつやくの山やまおよび乳香にゅうこうの丘おかへ急いそぎ行ゆこう。

        7わが愛あいする者ものよ、

        あなたはことごとく美うつくしく、少すこしのきずもない。

        8わが花嫁はなよめよ、レバノンからわたしと一緒いっしょにきなさい、

        レバノンからわたしと一緒いっしょにきなさい。

        アマナの頂いただきを去さり、セニルおよびヘルモンの頂いただきを去さり、

        ししの穴あな、ひょうの山やまを去さりなさい。

        9わが妹いもうと、わが花嫁はなよめよ、あなたはわたしの心こころを奪うばった。

        あなたはただひと目めで、

        あなたの首くび飾かざりのひと玉たまで、わたしの心こころを奪うばった。

        10わが妹いもうと、わが花嫁はなよめよ、

        あなたの愛あいは、なんと麗うるわしいことであろう。

        あなたの愛あいはぶどう酒しゅよりも、

        あなたの香油こうゆのかおりはすべての香料こうりょうよりも、

        いかにすぐれていることであろう。

        11わが花嫁はなよめよ、あなたのくちびるは甘露かんろをしたたらせ、

        あなたの舌したの下したには、蜜みつと乳ちちとがある。

        あなたの衣ころものかおりはレバノンのかおりのようだ。

        12わが妹いもうと、わが花嫁はなよめは閉とじた園その、

        閉とじた園その、封ふうじた泉いずみのようだ。

        13あなたの産うみ出だす物ものは、

        もろもろの良よき実みをもつざくろの園その、

        ヘンナおよびナルド、

        14ナルド、さふらん、しょうぶ、肉桂にっけい、

        さまざまの乳香にゅうこうの木き、

        没薬もつやく、ろかい、およびすべての尊たっとい香料こうりょうである。

        15あなたは園そのの泉いずみ、生いける水みずの井い、

        またレバノンから流ながれ出でる川かわである。

      


      
        16北風きたかぜよ、起おこれ、南風みなみかぜよ、きたれ。

        わが園そのを吹ふいて、そのかおりを広ひろく散ちらせ。

        わが愛あいする者ものがその園そのにはいってきて、

        その良よい実みを食たべるように。

      

    

  


  


  
    第五章


    
      
        1わが妹いもうと、わが花嫁はなよめよ、

        わたしはわが園そのにはいって、わが没薬もつやくと香料こうりょうとを集あつめ、

        わが蜜蜂みつばちの巣すと、蜜みつとを食たべ、

        わがぶどう酒しゅと乳ちちとを飲のむ。

      


      
        友ともらよ、食くらえ、飲のめ、

        愛あいする人々ひとびとよ、大おおいに飲のめ。

      


      
        2わたしは眠ねむっていたが、心こころはさめていた。

        聞ききなさい、わが愛あいする者ものが戸とをたたいている。

        「わが妹いもうと、わが愛あいする者もの、

        わがはと、わが全まったき者ものよ、あけてください。

        わたしの頭あたまは露つゆでぬれ、

        わたしの髪かみの毛けは夜露よつゆでぬれている」と言いう。

        3わたしはすでに着物きものを脱ぬいだ、

        どうしてまた着きられようか。

        すでに足あしを洗あらった、

        どうしてまた、よごせようか。

        4わが愛あいする者ものが掛かけがねに手てをかけたので、

        わが心こころは内うちにおどった。

        5わたしが起おきて、

        わが愛あいする者もののためにあけようとしたとき、

        わたしの手てから没薬もつやくがしたたり、

        わたしの指ゆびから没薬もつやくの液えきが流ながれて、

        貫かんの木きの取手とっての上うえに落おちた。

        6わたしはわが愛あいする者もののために開ひらいたが、

        わが愛あいする者ものはすでに帰かえり去さった。

        彼かれが帰かえり去さったとき、わが心こころは力ちからを失うしなった。

        わたしは尋たずねたけれども見みつからず、

        呼よんだけれども答こたえがなかった。

        7町まちをまわり歩あるく夜回よまわりらは

        わたしを見みると、撃うって傷きずつけ、

        城壁じょうへきを守まもる者ものらは、わたしの上着うわぎをはぎ取とった。

        8エルサレムの娘むすめたちよ、

        わたしはあなたがたに誓ちかって、お願ねがいする。

        もしわが愛あいする者ものを見みたなら、

        わたしが愛あいのために病やみわずらっていると、

        彼かれに告つげてください。

      


      
        9女おんなのうちの最もっとも美うつくしい者ものよ、

        あなたの愛あいする者ものは、ほかの人ひとの愛あいする者ものに、

        なんのまさるところがあるか。

        あなたの愛あいする者ものは、ほかの人ひとの愛あいする者ものに、

        なんのまさるところがあって、

        そのように、わたしたちに誓ちかい、願ねがうのか。

      


      
        10わが愛あいする者ものは白しろく輝かがやき、かつ赤あかく、

        万ばん人にんにぬきんで、

        11その頭あたまは純金じゅんきんのように、

        その髪かみの毛けはうねっていて、からすのように黒くろい。

        12その目めは泉いずみのほとりのはとのように、

        乳ちちで洗あらわれて、良よく落おち着ついている。

        13そのほおは、かんばしい花はなの床とこのように、

        かおりを放はなち、

        そのくちびるは、ゆりの花はなのようで、没薬もつやくの液えきをしたたらす。

        14その手ては宝石ほうせきをはめた金きんの円筒えんとうのごとく、

        そのからだはサファイヤをもっておおった

        象牙ぞうげの細工さいくのごとく、

        15その足あしのすねは金きんの台だいの上うえにすえた

        大理石だいりせきの柱はしらのごとく、

        その姿すがたはレバノンのごとく、香柏こうはくのようで、美うつくしい。

        16その言葉ことばは、はなはだ美うつくしく、

        彼かれはことごとく麗うるわしい。

        エルサレムの娘むすめたちよ、

        これがわが愛あいする者もの、これがわが友ともなのです。

      

    

  


  


  
    第六章


    
      
        1女おんなのうちの最もっとも美うつくしい者ものよ、

        あなたの愛あいする者ものはどこへ行いったか。

        あなたの愛あいする者ものはどこへおもむいたか。

        わたしたちはあなたと一緒いっしょにたずねよう。

      


      
        2わが愛あいする者ものは園そのの中なかで、群むれを飼かい、

        またゆりの花はなを取とるために自分じぶんの園そのに下くだり、

        かんばしい花はなの床とこへ行いきました。

        3わたしはわが愛あいする人ひとのもの、

        わが愛あいする者ものはわたしのものです。

        彼かれはゆりの花はなの中なかで、その群むれを飼かっています。

      


      
        4わが愛あいする者ものよ、あなたは美うつくしいことテルザのごとく、

        麗うるわしいことエルサレムのごとく、

        恐おそるべきこと旗はたを立たてた軍勢ぐんぜいのようだ。

        5あなたの目めはわたしを恐おそれさせるゆえ、

        わたしからそむけてください。

        あなたの髪かみはギレアデの山やまを下くだる

        やぎの群むれのようだ。

        6あなたの歯はは洗あらい場ばから上のぼってきた

        雌め羊ひつじの群むれのようだ。

        みな二子ふたごを産うんで、一匹いっぴきも子このないものはない。

        7あなたのほおは顔かおおおいのうしろにあって、

        ざくろの片かたわれのようだ。

        8王妃おうひは六十人にん、そばめは八十人にん、

        また数かずしれぬおとめがいる。

        9わがはと、わが全まったき者ものはただひとり、

        彼女かのじょは母ははのひとり子ご、彼女かのじょを産うんだ者ものの最愛さいあいの者ものだ。

        おとめたちは彼女かのじょを見みて、さいわいな者ものととなえ、

        王妃おうひたち、そばめたちもまた、彼女かのじょを見みて、ほめた。

        10「このしののめのように見みえ、

        月つきのように美うつくしく、太陽たいようのように輝かがやき、

        恐おそるべき事こと、旗はたを立たてた軍勢ぐんぜいのような者ものはだれか」。

      


      
        11わたしは谷たにの花はなを見み、ぶどうが芽めざしたか、

        ざくろの花はなが咲さいたかを見みようと、

        くるみの園そのへ下くだっていった。

        12わたしの知しらないうちに、わたしの思おもいは、

        わたしを車くるまの中なかのわが君きみのかたわらにおらせた。

      


      
        13帰かえれ、帰かえれ、シュラムの女おんなよ、

        帰かえれ、帰かえれ、わたしたちはあなたを見みたいものだ。

      


      
        あなたがたはどうしてマハナイムの踊おどりを見みるように

        シュラムの女おんなを見みたいのか。

      

    

  


  


  
    第七章


    
      
        1女王じょおうのような娘むすめよ、

        あなたの足あしは、くつの中なかにあって、

        なんと麗うるわしいことであろう。

        あなたのももは、まろやかで、玉たまのごとく、

        名人めいじんの手てのわざのようだ。

        2あなたのほぞは、

        混まぜたぶどう酒しゅを欠かくことのない丸まるい杯さかずきのごとく、

        あなたの腹はらは、

        ゆりの花はなで囲かこまれた山盛やまもりの麦むぎのようだ。

        3あなたの両りょう乳ちぶさは、

        かもしかの二子ふたごである二匹ひきの子こじかのようだ。

        4あなたの首くびは象牙ぞうげのやぐらのごとく、

        あなたの目めは、バテラビムの門もんのほとりにある

        ヘシボンの池いけのごとく、

        あなたの鼻はなは、ダマスコを見みおろす

        レバノンのやぐらのようだ。

        5あなたの頭あたまは、カルメルのようにあなたを飾かざり、

        髪かみの毛けは紫色むらさきいろのようで、王おうはそのたれ髪かみに捕とらわれた。

      


      
        6愛あいする者ものよ、快活かいかつなおとめよ、

        あなたはなんと美うつくしく愛あいすべき者ものであろう。

        7あなたはなつめやしの木きのように威厳いげんがあり、

        あなたの乳ちぶさはそのふさのようだ。

        8わたしは言いう、「このなつめやしの木きにのぼり、

        その枝えだに取とりつこう。

        どうか、あなたの乳ちぶさが、ぶどうのふさのごとく、

        あなたの息いきのにおいがりんごのごとく、

        9あなたの口くちづけが、

        なめらかに流ながれ下くだる良よきぶどう酒しゅのごとく、

        くちびると歯はの上うえをすべるように」と。

      


      
        10わたしはわが愛あいする人ひとのもの、彼かれはわたしを恋こいい慕したう。

        11わが愛あいする者ものよ、

        さあ、わたしたちはいなかへ出でていって、

        村里むらざとに宿やどりましょう。

        12わたしたちは早はやく起おき、ぶどう園えんへ行いって、

        ぶどうの木きが芽めざしたか、ぶどうの花はなが咲さいたか、

        ざくろが花はな咲さいたかを見みましょう。

        その所ところで、わたしはわが愛あいをあなたに与あたえます。

        13恋こいなすは、かおりを放はなち、

        もろもろの良よきくだものは、

        新あたらしいのも古ふるいのも

        共ともにわたしたちの戸との上うえにある。

        わが愛あいする者ものよ、

        わたしはこれをあなたのためにたくわえました。

      

    

  


  


  
    第八章


    
      
        1どうか、あなたは、

        わが母ははの乳ちぶさを吸すった

        わが兄弟きょうだいのようになってください。

        わたしがそとであなたに会あうとき、

        あなたに口くちづけしても、

        だれもわたしをいやしめないでしょう。

        2わたしはあなたを導みちびいて、わが母ははの家いえに行いき、

        わたしを産うんだ者もののへやにはいり、

        香料こうりょうのはいったぶどう酒しゅ、ざくろの液えきを、

        あなたに飲のませましょう。

        3どうか、彼かれの左ひだりの手てがわたしの頭あたまの下したにあり、

        右みぎの手てがわたしを抱だいてくれるように。

        4エルサレムの娘むすめたちよ、

        わたしはあなたがたに誓ちかい、お願ねがいする、

        愛あいのおのずから起おこるときまでは、

        ことさらに呼よび起おこすことも、

        さますこともしないように。

      


      
        5自分じぶんの愛あいする者ものによりかかって、

        荒野あらのから上のぼって来くる者ものはだれですか。

      


      
        りんごの木きの下したで、わたしはあなたを呼よびさました。

        あなたの母上ははうえは、かしこで、

        あなたのために産うみの苦くるしみをなし、

        あなたの産うんだ者ものが、かしこで産うみの苦くるしみをした。

      


      
        6わたしをあなたの心こころに置おいて印いんのようにし、

        あなたの腕うでに置おいて印いんのようにしてください。

        愛あいは死しのように強つよく、

        ねたみは墓はかのように残酷ざんこくだからです。

        そのきらめきは火ひのきらめき、最もっともはげしい炎ほのおです。

        7愛あいは大水おおみずも消けすことができない、

        洪水こうずいもおぼれさせることができない。

        もし人ひとがその家いえの財産ざいさんをことごとく与あたえて、

        愛あいに換かえようとするならば、

        いたくいやしめられるでしょう。

      


      
        8わたしたちに小ちいさい妹いもうとがある、まだ乳ちぶさがない。

        わたしたちの妹いもうとに縁談えんだんのある日ひには、

        彼女かのじょのために何なにをしてやろうか。

        9彼女かのじょが城壁じょうへきであるなら、その上うえに銀ぎんの塔とうを建たてよう。

        彼女かのじょが戸とであるなら、香柏こうはくの板いたでそれを囲かこもう。

      


      
        10わたしは城壁じょうへき、わたしの乳ちぶさは、

        やぐらのようでありました。

        それでわたしは彼かれの目めには、

        平和へいわをもたらす者もののようでありました。

      


      
        11ソロモンはバアルハモンにぶどう園えんをもっていた。

        彼かれはぶどう園えんを、守まもる者ものどもにあずけて、

        おのおのその実みのために銀ぎん一千を納おさめさせた。

        12わたしのものであるぶどう園えんは、わたしの前まえにある。

        ソロモンよ、あなたは一千を獲えるでしょう、

        その実みを守まもる者ものどもは二百を獲えるでしょう。

      


      
        13園そのの中なかに住すむ者ものよ、

        わたしの友ともだちはあなたの声こえに耳みみを傾かたむけます、

        どうぞ、それをわたしに聞きかせてください。

      


      
        14わが愛あいする者ものよ、急いそいでください。

        かんばしい山々やまやまの上うえで、かもしかのように、

        また若わかい雄おじかのようになってください。
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